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医学域会議議事要録 
 
 日  時  令和6年2月21日（水）17時25分～18時30分 
           
場  所  ZOOMによる遠隔会議 
 
出 席 者  教員 41 名 

  
前回（1月 24日）の議事要録について、承認された。 

 

１．報告事項 

（１）基礎系講座の准教授以下の任期付与について（回答） 

 資料 1-1に基づき、不承認となった旨報告があった。 

（２）「若手夢実現支援制度～Bridging the gap ～」 の審査結果について 

 資料 1-2に基づき、１名採択された旨報告があった。 

（３）高等学術研究院卓越准教授・教授の審査結果について 

 資料 1-3に基づき、講師として２名採択された旨報告があった。 

（４）その他   

   特になし  

 

２．審議事項 

（１）国立大学法人神戸大学医学域教授候補者選考内規の一部改正について 

資料 2-1に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 

（２）新学科にかかる定年退職後の継続雇用の特例について（要望） 

資料 2-2に基づき説明があり、審議の結果、承認された。 

（３）医学研究科・附属病院教員の人事異動について（投票・有） 

   資料 2-3に基づき、案件 1について説明があり、審議の結果、一括承認された。また、案 

件 2及び 3については高等学術研究院卓越准教授昇任であり、本部への申請段階ですでに投票 

済みである旨説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。引き続き案件 4～6につい 

て説明があり、審議の結果、一括承認された。 

（４）特命教員の人事異動について（投票・有） 

   資料 2-4に基づき、医科学専攻の案件 1について、投票の結果、承認された。また、案件 

  2～6について説明があり、審議の結果、一括承認された。続いて、案件 7～9について、投 

票の結果、原案のとおり承認された。続いて、医療創成工学専攻の案件 1について、投票の結

果、原案のとおり承認された。続いて、未来医工学研究開発センターの案件 1について、投票

の結果、原案のとおり承認された。続いて、科学技術イノベーション研究科の案件 1につい

て、投票の結果、原案のとおり承認された。続いて、バイオシグナル総合研究センターの案件 

1について、投票の結果、原案のとおり承認された。 

（５）クロスアポイントメント協定の延長に伴う特命教員の人事異動について（投票・有） 

資料 2-5に基づき、案件 1～2 について説明があり、投票の結果、承認された。 

（６）医学研究科・附属病院教員の再任審査について（投票・有） 

   資料 2-6に基づき説明があり、案件 1～3 について説明があり、投票の結果、承認された。 

（７）地域社会医学・健康科学講座地域医療ネットワーク学分野の特命教授候補者の選考について

（学域人事方針の承認）                   

資料 2-7に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 
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（８）地域社会医学・健康科学講座地域医療ネットワーク学分野の特命教授候補者の選考につい 

て（基本方針の承認・選考委員の選出）（投票・有）  

    資料 2-8に基づき説明があり、基本方針について、審議の結果、原案のとおり承認された。

選考委員の選出については、投票の結果、承認された。 

（９）未来医工学研究開発センター機器開発推進部門特命教授候補者の選考について 

（学域人事方針の承認）   

資料 2-9に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

（10）未来医工学研究開発センター機器開発推進部門特命教授候補者の選考について 

（基本方針の承認・選考委員の選出）（投票・有）   

資料 2-10に基づき説明があり、基本方針について、審議の結果、原案のとおり承認された。

選考委員の選出については、前日に学内便で送付した投票用紙による投票の結果、承認された。 

（11）医療創成工学専攻医療機器学講座医療機器システム学分野特命教授候補者の選考について

（継続） 

 資料 2-11に基づき、医療創成工学専攻医療機器学講座医療機器システム学分野特命教授 

候補者の選考について説明があり、審議の結果、候補者１名を医療創成工学専攻医療機器学 

講座医療機器システム学分野特命教授候補者として承認された。 

次回の医学域会議において投票を行うこととした。 

（12）未来医学講座バイオリソース・ヘルスケア統合解析科学分野特命教授候補者選考について 

（継続・投票）  

 未来医学講座バイオリソース・ヘルスケア統合解析科学分野特命教授候補者の選考につい 

て、選考委員会委員による面接を実施した内容を踏まえ説明があり、特命教授候補者 1名に 

ついて、投票の結果、過半数の信任が得られたので、特命教授候補者として承認した。 

                 

２.その他 

  特になし 

    

 


